
                                

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

 

 

 

     数量や文字への関心 

 数や文字への関心を持ち始めた４．５歳児。幼児教育すべてが
教え込む教育と違うように、これらに関しても日常生活の中で数

量や文字などに接しながらその役割に気付き、親しんでいく経験

を通して育まれます。散歩のときには、落ちた枝の中から「く」

の文字や「４」の数字を見つけていました。また別の日には、サ

ンダル葉っぱ（水引の葉）を見つけ、自分の好きなぬいぐるみに

お土産と言って集めます。ぬいぐるみの大きさに合わせたサンダ

ル葉っぱを選ぶので「大小の違い」に気付きます。そして、サン

ダルなので２倍の数が必要になり、それがやがて「掛け算」に繋

がっていくと感じます。杉並木では、切り株の年輪を数えていき

ます。５歳児は、日曜日におうちで経験したことを友達や保育者

にお手紙にして持ってきてくれました。子どもは、自分の生活や

遊びの中での必要性を感じる時が、１番吸収するようです。保育

者は、子ども達が興味・関心をもったことに存分に取り組めるよ

うな環境を用意していきます。 

 こうした幼児期の数量や文字などへの関心や感覚は、小学校の

学習に関心をもって取り組み、実感を伴った理解や学んだことを

日常生活に中で活用する態度にも繋がっていくと言われていま

す。 

     スクールバスに手を振って！ 

午後散歩の帰り、園の前をスクールバスが通り乗

車していた 1年生と園児が互いに気付き、バスの窓

越しに再会を喜び合いました。次の日から「今日も

スクールバス見に行こうよ」と言い、園の坂の下で

バスを待ちます。毎日毎日雨の日も風の日も楽しみ

に行く子ども達です。そんな園児の行動に１年生も

大きく手を振り応えてくれます。スクールバスの運

転手さんは、そんなやり取りを見て園児の姿が見え

るととてもゆっくりと徐行してくれます。きっかけ

は偶然でしたが、お互いを笑顔にしてくれる時間に

なっています。スクールバスの運転手さんの温かな

心遣いにも感謝です。 

  

箱根幼稚園                    R４．６．２０ 

  す    ま    い    る 

箱根教育合言葉 箱根を愛し、かしこく、やさしく、たくましく 

・引き渡し訓練への参加、ありがとうございました。今年度は、

重大事案発生の訓練でしたが、人への信頼感を育てる大事な時

期ですので、人を疑うようなことを伝える難しさを感じていま

す。子どもへは、大人から離れないことを伝え、私たち大人が

危機意識をもち、子どもを守れるよう職員で確認をしました。 

換気のためドアを開けていることが多いですが、白の門扉は閉

めるようにお願いします。また、地域の方が子ども達を見守っ

ていただけることが何よりの安全対策になります。これからも

どうぞよろしくお願いいたします。 

小学生・地域の方へ 

・７／１３(水)１６：３０～夏祭りを行います。飲食はできま

せんが、一緒に踊りませんか？是非、遊びに来てください。小

学生は小銭を持ってきてね。未就園児のお子様も大歓迎です。 

 ５歳児交流① 園小中一貫教育 

 ６／１５に箱根中学校で 5 歳児交流がありました。

仙石原幼児学園・宮城野保育園・湯本幼児学園・箱根

幼稚園の年長児４１名が集まって、箱根中学校の体育

館で身体をたくさん動かして遊びました。パプリカの

曲に合わせて短縄を使ったストレッチや長縄の通り抜

け、グループの友達と手をつなぎながら言葉に合わせ

て体を動かすゲーム、逃走中の鬼ごっこは、ハンター

役の中学校の体育の先生に追いかけられ迫力があり怖

かったようですが、そのドキドキ感も普段と違う体験

になりました。同じ遊びでも子ども達の反応は様々で

あり、友達と同じことと違うことを感じたり、中学校

の雰囲気や場所を知ったり、中学校の先生や違う園の

先生と関わり言葉を交わしたり、貴重な体験の場にな

りました。次回は１０月に行います。 

梅雨入りして２週間。今年はどんな夏を迎えるのでしょうか。先日、園庭に大きな水たまりができていました。見つけた

子ども達は、嬉しそうに長靴で入っていきます。「先生は、長靴じゃないから入れないね。可哀そう」って。子どもにしてみ

ると、水たまりに入れないことは「可哀そう」な事なのですね。そのうち、両手を地面につけて「のっそり、のっそり」と

言いながら四足歩行。なぜ「のっそり」と表現しているのかな？クマになったつもり？不思議に思い見ていましたが、その

「のっそり」には意味がありました。しばらくそうした後、長靴を脱ぎ、ズボンをたくし上げ、今度は、バシャバシャと走

り、水しぶきを上げ楽しんでいます。「のっそり」歩いている時は、水しぶきがあがりません。水たまりの中を静かに歩くた

めの表現の一つだったのですね。子ども達は、それまでの経験で水たまりをどう楽しむかを知り、豊かに表現していきます。 

もっと幼い時は服や靴が濡れることも気にせずそのまま入っていた子どもも、経験を重ねると濡れずに楽しむ方法を身に

付けていきます。これも、実体験の中で「快・不快」を感じたあと、不快を除き、快に変える工夫が生まれます。幼児期は、

実体験の中で感じること・考えることが大事だと些細な一コマからも思うことが出来ました。そして子どもの表現は面白い

なとも感じました。いつからか、雨上がりの水たまりを避けて歩くようになるけれど、子どもの時のこんな経験を大事にし

たいと思います。 


